
平成１９年（２００７年）１１月１６日発行－５－　　（２１３号） 議 会 だ よ り

宮
崎
晴
光
（
小
金
井
民
主
党
）

　

�
東
小
金
井
駅
南
口
は
高
架
化

に
よ
り
駅
前
広
場
面
積
が
増
え
た

が
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
こ
の
部
分
の
提
供

を
受
け
暫
定
的
に
整
備
す
べ
き
だ
。

�
駅
南
北
間
の
自
由
通
路
と
駅
前

広
場
の
整
備
を
ど
の
様
に
行
う
か
。

�
南
口
駅
前
の
狭
い
道
路
は
、
き

ち
ん
と
し
た
都
市
計
画
に
基
づ
き
、

面
的
整
備
す
る
の
が
筋
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
格
的
整
備
に
は
長
期

間
か
か
る
の
で
、
現
在
住
ん
で
い

る
地
域
住
民
や
商
業
者
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
緊
急
に
暫
定
的
整
備

す
べ
き
だ
。
�
駅
西
側
の
東
大
通

り
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
ど
う
す
る
か
。

�
南
口
整
備
の
た
め
に
住
民
参
加

の
協
議
会
を
立
ち
上
げ
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　

�
Ｊ
Ｒ
に
土
地

を
借
り
て
駅
前
広
場
を
整
備
し
た

高
架
後
の
東
小
金
井
南
口

高
架
後
の
東
小
金
井
南
口

暫
定
利
用
計
画
を
問
う

暫
定
利
用
計
画
を
問
う

い
。
�
自
由
通
路
は
８
�
と
し
、

駅
前
広
場
を
整
備
す
る
方
向
で
Ｊ

Ｒ
・
警
察
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

�
今
後　

年
間
は
整
備
が
難
し
い
。

１０

現
状
の
中
で
維
持
管
理
す
る
し
か

な
い
。
�
線
路
の
南
側
に
沿
っ
た

部
分
を
、
４
�
道
路
と
し
て
使
え

る
よ
う
Ｊ
Ｒ
と
交
渉
し
て
い
く
。

市
長　

�
宮
崎
議
員
が
言
う
よ
う

に
、
ま
ち
づ
く
り
は
短
期
・
中
期
・

長
期
的
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に

基
づ
い
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
地

元
に
機
運
が
あ
れ
ば
発
意
を
受
け

協
力
し
て
い
き
た
い
。

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

�
市
民
税
の
減
免
判
定
基
準
を

要
綱
に
格
上
げ
す
べ
き
。
�
国
保

税
は
要
綱
部
分
含
め
て
広
報
す
べ

き
。
�
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
置
か

れ
て
い
る
人
を
、
市
民
税
は
条
例
、

減
免
判
定
基
準
の
ど
の
部
分
で
減

免
判
断
を
行
う
の
か
。
�
国
保
税

は
条
例
、
要
綱
の
ど
の
部
分
で
減

免
判
断
を
行
う
の
か
。
�
市
民
税

の
減
免
割
合
を
、
国
保
税
の
減
免

割
合
に
ま
で
引
き
上
げ
る
べ
き
。

　

税
務
担
当
部
長　

�
要
綱
集
に

掲
載
す
る
等
の
こ
と
に
つ
い
て
は

実
施
し
て
い
き
た
い
。
�
市
税
賦

課
徴
収
条
例
第　

条
第
１
項
２
号

３５

の
後
段
の
、
こ
れ
に
準
ず
る
と
認

め
ら
れ
る
者
に
該
当
す
る
。
�
国

保
税
と
は
制
度
が
異
な
る
の
で
、

一
概
に
比
較
は
で
き
な
い
。

　

保
険
年
金
課
長　

�
要
綱
の
項

目
だ
け
で
該
当
あ
る
い
は
非
該
当

を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
よ

っ
て
地
方
税
法
、
賦
課
徴
収
条
例

に
規
定
し
て
い
る
内
容
の
表
示
、

天
災
な
ど
の
事
情
、
貧
困
の
た
め

公
私
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
者
、

そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き

と
い
う
ふ
う
に
ま
と
め
ざ
る
を
得

な
い
。

　

市
民
部
長　

�
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
を
こ
の
減

免
制
度
で
救
済
す
る
こ
と
は
、
制

度
の
趣
旨
、
目
的
に
照
ら
し
、
な

か
な
か
な
じ
ま
な
い
。

人
材
育
成
基
本
方
針
か
ら

人
材
育
成
基
本
方
針
か
ら

消
え
た
男
女
共
同
参
画

消
え
た
男
女
共
同
参
画

３
課
増
。
管
理
職
は　

人　

・
４

１０

１０

％
で
４
人
２
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
。

　

総
務
部
長　

�
人
材
育
成
基
本

方
針
実
施
計
画
で
示
す
。
�
コ
ン

パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
た
め
基
本
的

な
こ
と
は
削
除
。
項
目
は
残
す
べ

き
だ
っ
た
。
協
議
し
て
い
な
い
。

�
計
画
要
綱
を
策
定
し
庁
内
公
募

の
検
討
委
員
会
を
年
内
に
設
置
。

■
７
月
参
議
院
選
挙
で
は
期
日
前

投
票
が
投
票
者
数
の
約
２
割
を
占

め
、
さ
ら
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
た
め
、
投
票
箱
等
の
適
正
管
理

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
改
善
す
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

男
女
平
等
宣
言
は
全
国
に
先
駆

け
て
行
っ
た
が
、
市
役
所
は
男
女

平
等
な
職
場
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
５
月
に
発
表
さ
れ
た
人

材
育
成
基
本
方
針
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
議
会
答
弁
や
素
案
の
内
容
と

異
な
り
「
女
性
職
員
の
募
集
、
登

用
、
職
域
の
拡
大
に
向
け
た
総
合

的
、
計
画
的
な
取
組
」
の
記
載
が

な
く
な
っ
て
い
る
。
�
女
性
一
人

職
場
、
ゼ
ロ
職
場
、
管
理
職
の
割

合
の　

年
前
と
の
比
較
。
�
数
値

１０

目
標
を
定
め
改
善
を
。
�
基
本
方

針
の
策
定
過
程
で
男
女
共
同
参
画

が
消
え
た
理
由
。
男
女
共
同
参
画

室
と
協
議
し
た
の
か
。
�
実
施
計

画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

職
員
課
長　

�
一
人
職
場
は　
１１

課
で
同
じ
。
ゼ
ロ
職
場
は
７
課
で

か
。
�
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
に
有

効
な
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
蓄
熱
方
式
の

導
入
を
促
進
す
べ
き
だ
。

　

環
境
部
長　

�
今
後
４
年
間
で

平
成　

年
度
比
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

１６

を
６
・
３
％
削
減
す
る
予
定
だ
。

各
課
で
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成

し
、
環
境
基
本
計
画
推
進
本
部
で

チ
ェ
ッ
ク
、
点
検
、
評
価
し
て
い

く
。
市
役
所
で
は
照
明
と
冷
暖
房

の
た
め
に
電
気
が
６
割
、
都
市
ガ

ス
が
３
割
を
占
め
て
お
り
、
省
エ

ネ
の
周
知
が
必
要
だ
。
�
中
間
処

理
場
の
新
築
工
事
で
氷
蓄
熱
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
を
採
用
し
た
い
。

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

�
入
れ
歯
に
は
金
、
銀
、
パ
ラ

ジ
ュ
ー
ム
な
ど
の
貴
金
属
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、
不
要
に
な
っ
た
入

れ
歯
の
処
理
に
困
っ
て
い
る
方
も

お
ら
れ
る
と
い
う
。
入
れ
歯
を
捨

て
ず
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

で
、
社
会
に
役
立
て
ら
れ
る
。
本

市
で
も
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
い
て

有
効
活
用
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

社
会
福
祉
協

議
会
と
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
回
収
し
た
入
れ
歯
を
精

製
業
者
に
持
ち
込
み
換
金
し
、
半

分
を
ユ
ニ
セ
フ
に
半
分
を
地
域
の

活
動
に
、
残
り
は
仲
介
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
と
考
え
て
い
る
。

　

�
去
る
３
月
に
小
金
井
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。
�
目
標
達
成
の
課
題
は
何

不
要
に
な
っ
た
入
れ
歯
を

不
要
に
な
っ
た
入
れ
歯
を

回
収
し
有
効
活
用
せ
よ

回
収
し
有
効
活
用
せ
よ

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

国
民
年
金
法
等
の
改
正
で
、
来

年
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
期
限
か
ら　

か
月
以
上
滞
納

１３

す
る
と
、
自
治
体
は
通
常
の
国
民

健
康
保
険
証
を
期
限
付
き
の
短
期

証
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

制
度
も
保
険
の
主
体
も
違
う
理
不

尽
な
制
裁
だ
。
義
務
で
は
な
い
の

で
市
は
こ
の
制
度
を
採
る
べ
き
で

な
い
。
�
対
象
者
の
推
計
は
。
�

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
率
低
下

の
懸
念
は
。
�
国
の
考
え
方
は
年

金
受
給
権
の
確
保
の
た
め
と
い
う

が
、
健
康
の
問
題
は
今
日
明
日
の

問
題
だ
。
国
民
健
康
保
険
税
の
完

納
者
で
も
年
金
が
滞
納
の
場
合
、

通
常
の
国
民
健
康
保
険
証
を
も
ら

え
な
い
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
が
、

ど
う
す
る
の
か
。
�
制
度
を
見
直

す
べ
く
国
に
意
見
を
上
げ
よ
。

　

保
険
年
金
課
長　

�
粗
い
推
計

で
２
千　

人
程
度
。
�
一
部
で
心

５００

配
さ
れ
て
い
る
。

　

市
民
部
長　

�
法
の
趣
旨
か
ら

は
短
期
証
の
発
行
対
象
者
だ
が
、

制
度
の
違
う
も
の
を
対
応
さ
せ
る

こ
と
に
は
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
努
力
の
必
要
が
あ
り
、

慎
重
に
対
応
し
た
い
。
�
課
長
会
、

部
長
会
、
市
長
会
と
そ
う
い
っ
た

意
見
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

■
他
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
公
金
納
付
と
行
政
財
産
の
貸

付
範
囲
の
拡
大
を
質
問
し
ま
し
た
。

市
民
税
・
国
保
税
の

市
民
税
・
国
保
税
の

減
免
適
用
範
囲
の
拡
大
を

減
免
適
用
範
囲
の
拡
大
を

西多摩衛生組合（羽村市）の外観

年
金
が
滞
納
だ
と
健
康

年
金
が
滞
納
だ
と
健
康

保
険
証
を
取
り
上
げ
る
の
か

保
険
証
を
取
り
上
げ
る
の
か

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
市
民
）

　

小
金
井
市
の
可
燃
ご
み
を
広
域

支
援
に
よ
り
、
多
摩
各
市
で
焼
却

処
理
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
小

金
井
市
民
の
だ
れ
に
も
知
っ
て
頂

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
し
て
表
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
、
�
市
報
こ
が
ね
い
に
毎
回
、

感
謝
の
言
葉
と
広
域
支
援
で
受
け

入
れ
て
頂
い
て
い
る
ご
み
の
量
を

掲
載
し
て
は
ど
う
か
。
�
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
面
に
広
域
支
援

の
状
況
を
国
分
寺
市
以
外
の
自
治

体
の
名
称
も
出
し
て
感
謝
の
言
葉

を
載
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

�
広
域
支
援
に
よ
り
ご

み
を
受
け
入
れ
て
頂
い
て
い
る
自

治
体
に
よ
っ
て
お
の
お
の
の
考
え

が
あ
っ
て
、
表
現
が
難
し
い
。
４

か
月
ご
と
に
広
域
支
援
先
や
数
量

を
出
し
て
い
き
た
い
。

　

環
境
部
長　

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
担
当
者
と
調
整
し
、
各
団
体
と

調
整
し
な
が
ら
、
皆
様
に
わ
か
り

や
す
い
形
で
掲
載
し
た
い
。

■
そ
の
他
、「
市
制
施
行　

周
年

５０

を
契
機
に
小
金
井
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
作
戦
を
行
う
べ
き
」「
市
民

が
納
め
た
市
民
税
を
市
民
が
望
む

事
業
に
予
算
追
加
が
で
き
る
１
％

条
例
」「
武
蔵
小
金
井
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
の
早
期
整
備
」
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

可
燃
ご
み
広
域
支
援
の

可
燃
ご
み
広
域
支
援
の

各
市
に
感
謝
す
べ
き
で
あ
る

各
市
に
感
謝
す
べ
き
で
あ
る

高架化された東小金井駅南口広場

貴金属が含まれる入れ歯


